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どじょうの話に救われて

3 月 5 日付の『産経新聞』は一面に大
きく「自殺者 1.5 万人以下」「政府 10 年
後　先進国水準」と見出しを付けていま
す。政府が 10 年後に自殺者を「1 万 4 千
～ 1 万 5 千人以下」とする目標数値を盛
り込んだ「自殺総合対策大綱」を今夏に
閣議決定するという記事です。日本は自
殺者が平成 10 年に 3 万人を超えて以降、
突出して高い水準が続いているため、関
係者は「かなり意欲的な数字」としてい
ます。自殺防止の取り組みとして、平成
18 年に医療機関の整備や調査研究を求め
る自殺対策基本法が成立しました。これ
により一定の効果も挙がりましたが、こ
の数字も尋常ではありません。自殺者を
思いとどまらせる根本的方策が待ち望ま
れますが、私たち信仰者に何ができるの
か真剣に考えたいと思います。

私は以前、教会本部主催の講習会で講
師を務めたことがあります。この講習会
は仕事や人間関係に悩み、また家事や育
児、介護に追われ、ともすれば自らを見
失いかねない現代人にどのように天理の
教えを伝えるかというねらいがありまし
た。私はいろいろと考えた挙げ句、「どじょ
う」を取り上げることにしました。『天理
教教典』第 3 章「元の理」には、「親神は、
どろ海中のどぢよを皆食べて、その心根
を味い、これを人間のたねとされた。」と
ありますが、そのお話です。

実は学生時代、深谷忠政先生著の『元
の理』（道友社）を読んで大変感銘を受け
たことがありました。そこには、「どぢよ
は泥にまみれても、清水で洗えばきれい
になる。このことを思案すれば、人間は
仮令悪にそまっていても、本性は清浄な
ものであり、本教の信仰によって、悪を
洗いきる可能性を持っていると悟らせて
いただいてよいであろう。」と書かれてい
ました。私は「現代人が求める教理はこ

れだ！」と思いました。
「親神様はなぜ、人間の種はどじょうだ

と教えられたのでしょうか。種とはその
ものの本質です。どじょうは泥の中にい
ても粘液で覆われておりその身に泥が付
きません。これは何を意味するのでしょ
うか。私たちは世の中の塵芥にまみれる
なか、自分の人生はこんなはずではなかっ
たとか、時には自らに絶望することすら
あるかも知れません。しかし私たちはど
じょうのように綺麗です。何度でもやり
直せる。これが元の理のメッセージです」
と申し上げました。

このお話で私の意は通じるかと思いま
したが、果たして後日、ある受講者から
次のような感想が届きました。
「私はどじょうの話に救われて家に帰

ろうと思います。死ななくてよかったの
ですね。私自身は何も変わっていないの
ですね。これからも生きてよいのですね。
先生、有り難うございます」とありました。
数多い受講生の中に、自ら命を絶とうと
考えている方がおられたということです。
私は身震いがするほどの戦慄を覚えると
ともに、心から「ああ、間に合ってよかっ
た」と思いました。死にたいと思うほど
の苦しみ、それは何か。もちろん私には
分かる術もありません。しかしこの方は、
それでも「生きたい」という一縷の希み
を託して、おぢばに帰られたのでしょう。

「元の理」のどじょうは間違いなく一人の
尊い命を救ったのです。

ギリシア神話のなかで、死を神格化し
た神であるタナトス（Thanatos）を引き
合いに出すまでもなく、現代社会には「死
の誘惑」が満ちあふれています。しかし
それに立ち向かうのは、私たちの「元の理」
です。陽気ぐらしを教えていただく私た
ちは、教えを伝える大きな責任を自覚し
なければなりません。

第 26 回宗教研究会（難波真理）／第
301 回研究報告会（堀内みどり）／『グ
ローカル天理』合本のご案内／新刊の
ご案内／平成 29 年度公開教学講座のご
案内


